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研究成果の概要（英文）：The Kumamoto earthquake that occurred in April 2016 damaged 168,000 houses, 
and about 4,300 temporary housing units were constructed at 110 sites.For the construction of 
temporary housing, an original construction standard called "Kumamoto default" was established to 
minimize the pain of the victims.
In this research project, the grounds and background of the design criteria for "Kumamoto default" 











様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 2016 年 4 月 14・16 日に発生した熊本地震では、熊本県を中心に甚大な被害が発生し 16 万 8


























































































































①D―1 ゆとりある配置計画(150 ㎡ /戸) 
 ゆとりある配置計画として従来の仮設住宅の 1.5 倍の戸あたり面積（150 ㎡）を確保できたこ
とが外構計画の自由度を高め、熊本型デフォルトで示された新機軸の原点となっている。このブ
レークスルーの根拠となったのは、住戸と駐車車両を占有領域として建蔽率に置き換え、その建






 隣棟間隔の基準は伊東と桂によって検討された初期の 2 つの仮設住宅団地（小森（木造）、白
旗（規格型））での検討案が継承されたものである。伊東の示した提案では木造棟の間隔は 7m で
あったが、どうしても予定数が収まらないので 6.5ｍに変更されそれが標準として引き継がれた






















































 熊本デフォルトの新機軸は規格型の集会施設として 40 ㎡と 60 ㎡の２タイプを設定すること
で、従来は設置できなかった 20〜49 戸の仮設住宅団地に 40 ㎡型を 1 棟設置できるようにした
点である。50 戸以上では 60 ㎡型を１棟であるが、本来であれば 100 戸以上でないと設置できな
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